
条

例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
基

金
条
例
、
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
職
業
能
力
開
発
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
農
地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
、
福
島
県
租
税
特
別

措
置
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
福
島
県
立
特
別
支
援
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

条
例
第
百
四
号

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
八
条
の
二
第
二
項
中｢

一
万
五
千
九
百
円｣

を｢

一
万
千
七
百
円｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

人

事

課)

条
例
第
百
五
号

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例(

昭
和
四
十
二
年
福

島
県
条
例
第
四
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。

第
十
六
条
中

｢

、
第
四
十
六
条
及
び
第
四
十
六
条
の
二

(

船
員
で
あ
る
職
員
に
関
す
る
部
分
に
限

る
。)

｣

を｢

及
び
第
四
十
六
条｣

に
改
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
発
生
し
た
事
故
に
起
因
す
る
公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害

に
つ
い
て
、
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
、
同
一
の
事
由
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律(

平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号)

附
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
で

あ
っ
て
、
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に

よ
る
補
償
に
相
当
す
る
も
の
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該
者
に
は
同
条
例
の
規
定
に
よ
る
補
償
は
行

わ
な
い
。

(

職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室)

条
例
第
百
六
号

福
島
県
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

地
域
医
療
再
生
計
画(

地
域
医
療
の
再
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
医
療
法(

昭
和
二

十
三
年
法
律
第
二
百
五
号)

第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
を
基
本
と
す
る
地
域

に
お
け
る
医
療
機
能
の
強
化
、
医
師
等
の
確
保
そ
の
他
の
地
域
医
療
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
施

策
に
つ
い
て
県
が
定
め
る
計
画
を
い
う
。)

に
基
づ
き
実
施
す
る
事
業
の
う
ち
臨
時
に
特
例
と
し
て

実
施
す
る
事
業
に
要
す
る
資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
、
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十

七
号)

第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
島
県
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
基
金(

以

下｢
基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
毎
会
計
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

条

例

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

一

○
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一

○
福
島
県
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
基
金

条
例

一

○
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
職

業
能
力
開
発
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二

○
福
島
県
農
地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特

例
に
関
す
る
条
例

二

○
福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
施
行
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
福
島
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

三

○
福
島
県
立
特
別
支
援
学
校
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

三



保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(
繰
替
運
用)

第
四
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
入
歳
出
に
属
す
る
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

(

純
益
金
の
処
理)

第
五
条

基
金
の
管
理
か
ら
生
じ
た
収
益
の
額
が
基
金
の
管
理
に
要
し
た
経
費
の
額
を
超
過
し
た
場
合

に
お
け
る
そ
の
超
過
す
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
こ
れ
を
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す
る
。

(

益
金
等
を
計
上
す
べ
き
予
算)

第
六
条

基
金
の
管
理
か
ら
生
ず
る
収
益
及
び
基
金
の
管
理
に
要
す
る
経
費
を
計
上
す
べ
き
予
算
は
、

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
と
す
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
そ
の
他
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。(

医
療
看
護
課)

条
例
第
百
七
号

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
職
業
能
力
開
発
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
職
業
能
力
開
発
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
二
十

一
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を｢

(

普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
に
係
る
開
発
校
の
入
学
資
格)

｣
に
改
め
、

同
条
中｢

短
期
大
学
校
又
は
開
発
校
の
学
生｣

を｢

開
発
校
の
学
生(

普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓
練

を
受
け
る
も
の
に
限
る
。)
｣

に
改
め
る
。

第
八
条
中｢

普
通
職
業
訓
練｣

の
下
に｢

(

法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
業
の
転
換
を

必
要
と
す
る
求
職
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
求
職
者
を
対
象
と
す
る
訓
練
科
に
係
る
高

度
職
業
訓
練
及
び
普
通
職
業
訓
練
を
除
く
。)

｣

を
加
え
る
。

｢

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山

別
表
第
三
の
改
正
規
定
中

職
業
能
力
開
発
校

建
築
科

｢

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山

建
築
科

二
年

を

職
業
能
力
開
発
校

介
護
福
祉
士
養
成
科

｣二
年

に
改
め
る
。

二
年

｣

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
中｢

、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日｣

を｢

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、

附
則
第
七
項
の
規
定
は
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日｣

に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

(

求
職
者
を
対
象
と
す
る
普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
の
訓
練
科
の
設
置
に
伴
う
経
過
措
置)

７

改
正
後
の
条
例
別
表
第
三
に
規
定
す
る
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
職
業
能
力
開
発
校
の

介
護
福
祉
士
養
成
科
の
普
通
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
に
同
校
に
平
成
二
十
二
年
度
に
入
学

す
る
た
め
二
十
一
年
度
入
学
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
入
学
検
定
料
及
び
平
成
二
十
二
年

度
に
入
学(

二
十
一
年
度
入
学
検
定
に
係
る
入
学
に
限
る
。)

を
す
る
者
に
係
る
入
学
料
は
、
徴
収

し
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

産
業
人
材
育
成
課)

条
例
第
百
八
号

福
島
県
農
地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
農
地
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

に
基
づ
く
事

務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
事
務
は
、
郡
山
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
務
に
係
る
土

地
の
区
域
が
郡
山
市
以
外
の
市
町
村
の
区
域
に
わ
た
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可(

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
含
む
。)

二

法
第
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

三

法
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し

四

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可(

同
一
の
事
業
の
目
的
に
供
す
る
た
め
二
へ
ク
タ
ー
ル

を
超
え
る
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
場
合
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

五

法
第
四
条
第
三
項(

同
条
第
六
項
並
び
に
法
第
五
条
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取

六

法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
又
は
県
と
の
協
議(

同
一
の
事
業
の
目
的
に
供
す
る
た
め

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
場
合
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

七

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可(

同
一
の
事
業
の
目
的
に
供
す
る
た
め
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
え
る
農
地
又
は
そ
の
農
地
と
併
せ
て
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
法
第
三
条
第
一
項
本
文
に
掲
げ
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る
権
利
を
取
得
す
る
場
合
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

八

法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
又
は
県
と
の
協
議(

同
一
の
事
業
の
目
的
に
供
す
る
た
め

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
地
又
は
そ
の
農
地
と
併
せ
て
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
法
第
三
条
第
一

項
本
文
に
掲
げ
る
権
利
を
取
得
す
る
場
合
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

九

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

十

法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取

十
一

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
ち
入
っ
て
の
調
査
、
測
量
並
び
に
調
査
及
び
測
量

の
障
害
と
な
る
竹
木
そ
の
他
の
物
の
除
去
及
び
移
転(

第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
、
第
七
号
、

第
九
号
、
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

十
二

法
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
公
示

十
三

法
第
四
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償

十
四

法
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

十
五

法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
、
許
可
の
条
件
の
変
更
及
び
付
与
並

び
に
命
令

十
六

法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
原
状
回
復
等
の
措
置

十
七

法
第
五
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
本
則
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
が

し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
の
条
例
の
施
行
の
日

(

以
下

｢

施
行
日｣

と
い
う
。)

前
に
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の

他
の
行
為
で
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
郡
山
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務

に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
郡
山
市
長
が
し
た
処
分
そ
の
他

の
行
為
又
は
郡
山
市
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

(

農
林
総
務
課
農
地
調
整
室)

条
例
第
百
九
号

福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
施
行
条
例(

平
成
十
一
年
福
島
県
条
例
第
八
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中｢

第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ハ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号

ハ｣

を｢

第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ハ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ハ｣

に
改
め

る
。第

二
条
第
一
項
中｢

第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
六
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
六
号

ニ｣

を｢

第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号
ニ｣

に
改
め
、

同
条
第
二
項
中｢

第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
五
号
ハ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号
ハ｣

を｢

第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ハ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ハ｣

に
改
め
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
七
十
条
の
四
第
三
十

五
項

(

法
第
七
十
条
の
六
第
四
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
通
知

(

福
島
県
農
地
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例(

平
成
二
十
一
年
福
島
県
条
例
第
百
八

号)

本
則
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
七
号
の
許
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。)

に
係
る
事
務
は
、
郡
山

市
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
並
び
に
第
二
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
改
正
後
の
福
島
県
租
税
特
別
措
置
法
施
行
条
例
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す

る
事
務
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法(

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し

た
通
知
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
同
法
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
郡
山
市
長
が
し
た
通
知
と
み
な
す
。

(

建
築
指
導
課)

条
例
第
百
十
号

福
島
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
一
年
福
島
県
条
例
第
五
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
九
第
二
項
中｢

一
万
五
千
九
百
円｣

を｢

一
万
千
七
百
円｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

職

員

課)

条
例
第
百
十
一
号

福
島
県
立
特
別
支
援
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
立
特
別
支
援
学
校
条
例(

昭
和
三
十
九
年
福
島
県
条
例
第
五
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
立
相
馬
養
護
学
校

相
馬
市

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

学
校
経
営
支
援
課)
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